
発
表
の
評
価
に
つ
い
て 

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
評
価
に
よ
る
授
業
発
表
の
評
価 

≪

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
よ
る
評
価
の
手
順≫

 

手
順
① 

左
記
の
表
を
見
て
、
評
価
の
観
点
ご
と
に
、
脚
本
が
ど
の
レ
ベ
ル
に
該
当
す
る
の
か
評
価
し
ま
す
。
該
当
す
る

欄
に
直
接
〇
印
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

手
順
② 

全
て
の
観
点
を
自
己
評
価
し
た
ら
、
合
計
点
を
だ
し
ま
す
。 

レ
ベ
ル
１
を
一
点
、
レ
ベ
ル
２
を
二
点
、
レ
ベ
ル
３
を
三
点
と
し
て
採
点
し
、
最
高
点
を
九
点
、
最
低
点
を
三

点
と
し
ま
す
。
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
表
の
下
の
空
欄
に
書
き
入
れ
ま
し
ょ
う
。 

              

  

   内容 表現の工夫 チームワーク 

３ 意見交換のもと、深い読み

や根拠（思考の道筋）がな

されており、章の目標がす

べて達成された内容だ。全

体構成もしっかりとして

いる。 

スライドや模造紙の活用

や漫画や演技など、わかり

やすく伝えるための＋α

の表現の工夫がある。その

ため聞き手とのコミュニ

ケーションが取れており、

相互啓発の空間が構成さ

れている。 

内容構成、資料作成、発

表の各場面でチームワ

ークがよく発揮されて

いる。メンバーの個性

が見える発表である。 

２ グループで意見交換して

考えたことが、構成よく整

理されて伝えられている。

章の目標が１つ達成され

た内容だ。 

＋αの表現の工夫はない

が、資料作成、役割分担、

明瞭な発声、主張点の明確

化、時間管理などの点で優

れている。 

内容構成、資料作成、発

表の各場面でチームワ

ークがよく発揮されて

いる。 

 

１ 発表内容に深い読みや根

拠（思考の道筋）のある説

明がなされていないため

に、表面的な内容で終わつ

ている。章の目標は達成し

ていない。 

＋αの表現の工夫はなく、

発言やレジュメの記述等

にも明瞭性や根拠が十分

にみられない。 

内容構成、資料作成、発

表の各場面でチームワ

ークが十分に発揮され

ていない。 

合計 

 

 

 

 

９点 

     

点」展 

チームワーク 

 

 

 

       

     点 

表現の工夫 

 

 

       

 

     点 

内容 

 

 

 

      

     点 

３
５

 



３
６

 

                

課題の条件を満た

している 

 

 

 

 

     点 

様々な資料から読み取った

ことを関連付けて補完する 

 

 

 

 

      点 

     点 

適切に体裁を 

整える 

 

 

 

 

     点 

  

合計 

 

 

 

 

     点 



３
８

 

            

    

Ｂ
内
容
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ
る
自
己
評
価 

脚
本
の
内
容
を
読
み
返
し
て
、
組
み
込
ま
れ
て
い
る
要
素
に
は
チ
ェ
ッ
ク(

✓)

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

✓
を
付
け
た
数
を
数
え
て
、
書
き
入
れ
て
く
だ
さ
い
。 

□
１
・
諸
葛
亮
の
挑
発
を
組
み
込
ん
で
い
る 

□
２
・
司
馬
懿
の
策
略
を
組
み
込
ん
で
い
る 

レベル３ 4 つ全ての課題の条

件を満たしている。 

本文からは読み取れな

かったことを、様々な

関連する文章から読み

取って関連づけ、補っ

て記述している。 

文体の統一をする

とともに、誤字脱

字やねじれのない

推敲された文章に

なっている。 

レベル２ 課題の条件を３つ満

たしている。 

本文には書いていなか

ったことを、特定の文

章のみからそのまま補

って記述している。 

いくつか文法上の

間違いはあるが、

ほぼ正確に書けて

いる。 

 

レベル１ ２つ以下の課題の条

件を満たしている。 

本文から読み取れるこ

とのみ記述している。 

文法上の間違いが

多い。 

課題の条件を満た

している 

 

 

 

 

     点 

様々な資料から読み取った

ことを関連付けて補完する 

 

 

 

 

      点 

     点 

適切に体裁を 

整える 

 

 

 

 

     点 

  

合計 

 

 

 

 

     点 

プ
リ
ン
ト
№
１
７
脚
本
の
評
価
に
つ
い
て

 

５
脚
本
の
手
引
き

 



３
９

 

□
３
・
諸
葛
亮
の
策
略
を
組
み
込
ん
で
い
る 

□
４
・
楊
儀
の
行
動
の
意
図
を
組
み
込
ん
で
い
る 

□
５
・
姜
維
の
行
動
の
意
図
を
組
み
込
ん
で
い
る 

□
６
・
司
馬
懿
が
最
後
の
言
葉
に
込
め
た
気
持
ち
を
組
み
込
ん
で
い
る 

≪

補
足
設
定
的
な
こ
と≫

 

□
７
・
当
時
の
中
国
文
化
を
反
映
さ
せ
て
い
る(

服
装
な
ど) 

□
８
・
当
時
の
戦
に
つ
い
て
の
知
識
を
反
映
さ
せ
て
い
る 

□
９
・
星
に
対
す
る
当
時
の
人
々
の
考
え
を
反
映
さ
せ
て
い
る 

□
１
０
・
蜀
と
魏
の
力
関
係
と
、
蜀
が
魏
の
討
伐
を
続
け
る
理
由
を
組
み
込
ん
で
い
る 

□
１
１
・
諸
葛
亮
の
当
時
就
い
て
い
た
役
職
と
そ
の
仕
事
ぶ
り
に
つ
い
て
反
映
さ
せ
て
い
る 

□
１
２
・
人
物
同
士
の
力
関
係
を
反
映
さ
せ
て
い
る 

    

㈥
作
品
発
表
会 

Ａ
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
評
価
に
よ
る
相
互
評
価  

 ≪

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
よ
る
相
互
評
価
の
手
順≫

 

手
順
① 

左
記
の
表
を
見
て
、
評
価
の
観
点
ご
と
に
、
自
分
の
解
答
が
そ
の
レ
ベ
ル
に
該
当
す
る
の
か
評
価
し
ま
す
。
該

当
す
る
欄
に
直
接
〇
印
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

手
順
② 

全
て
の
観
点
を
自
己
評
価
し
た
ら
、
合
計
点
を
だ
し
ま
す
。 

レ
ベ
ル
１
を
一
点
、
レ
ベ
ル
２
を
二
点
、
レ
ベ
ル
３
を
三
点
と
し
て
採
点
し
、
最
高
点
を
九
点
、
最
低
点
を
三

点
と
し
ま
す
。
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
表
の
下
の
空
欄
に
書
き
入
れ
ま
し
ょ
う
。 

  

 

 

 

 

   点／12点 

プ
リ
ン
ト
№
１
７
脚
本
の
評
価
に
つ
い
て

 

５
脚
本
の
手
引
き

 



４
０

 

             

    

Ｂ
内
容
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ
る
相
互
評
価 

脚
本
の
内
容
を
読
み
返
し
て
、
組
み
込
ま
れ
て
い
る
要
素
に
は
チ
ェ
ッ
ク(

✓)

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

✓
を
付
け
た
数
を
数
え
て
、
書
き
入
れ
て
く
だ
さ
い
。 

□
１
・
諸
葛
亮
の
挑
発
を
組
み
込
ん
で
い
る 

□
２
・
司
馬
懿
の
策
略
を
組
み
込
ん
で
い
る 

  評価の観点 課題の条件を満たし

ている 

様々な資料から読み取

ったことを関連付けて

補完する 

適切に体裁を整え

る 

レベル３ 4 つ全ての課題の条

件を満たしている。 

本文からは読み取れな

かったことを、様々な

関連する文章から読み

取って関連づけ、補っ

て記述している。 

文体の統一をする

とともに、誤字脱

字やねじれのない

推敲された文章に

なっている。 

レベル２ 課題の条件を３つ満

たしている。 

本文には書いていなか

ったことを、特定の文

章のみからそのまま補

って記述している。 

いくつか文法上の

間違いはあるが、

ほぼ正確に書けて

いる。 

 

レベル１ ２つ以下の課題の条

件を満たしている。 

本文から読み取れるこ

とのみ記述している。 

文法上の間違いが

多い。 

課題の条件を満た

している 

 

 

 

 

     点 

様々な資料から読み取った

ことを関連付けて補完する 

 

 

 

 

      点 

     点 

適切に体裁を 

整える 

 

 

 

 

     点 

  

合計 

 

 

 

 

     点 

プ
リ
ン
ト
№
１
７
脚
本
の
評
価
に
つ
い
て

 

５
脚
本
の
手
引
き

 



４
１

 

□
３
・
諸
葛
亮
の
策
略
を
組
み
込
ん
で
い
る 

□
４
・
楊
儀
の
行
動
の
意
図
を
組
み
込
ん
で
い
る 

□
５
・
姜
維
の
行
動
の
意
図
を
組
み
込
ん
で
い
る 

□
６
・
司
馬
懿
が
最
後
の
言
葉
に
込
め
た
気
持
ち
を
組
み
込
ん
で
い
る 

≪

補
足
設
定
的
な
こ
と≫

 

□
７
・
当
時
の
中
国
文
化
を
反
映
さ
せ
て
い
る(

服
装
な
ど) 

□
８
・
当
時
の
戦
に
つ
い
て
の
知
識
を
反
映
さ
せ
て
い
る 

□
９
・
星
に
対
す
る
当
時
の
人
々
の
考
え
を
反
映
さ
せ
て
い
る 

□
１
０
・
蜀
と
魏
の
力
関
係
と
、
蜀
が
魏
の
討
伐
を
続
け
る
理
由
を
組
み
込
ん
で
い
る 

□
１
１
・
諸
葛
亮
の
当
時
就
い
て
い
た
役
職
と
そ
の
仕
事
ぶ
り
に
つ
い
て
反
映
さ
せ
て
い
る 

□
１
２
・
人
物
同
士
の
力
関
係
を
反
映
さ
せ
て
い
る 

     

㈦
教
科
担
当
か
ら 

Ａ
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
評
価
に
よ
る
相
互
評
価  

 ≪

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
よ
る
相
互
評
価
の
手
順≫

 

手
順
① 

左
記
の
表
を
見
て
、
評
価
の
観
点
ご
と
に
、
自
分
の
解
答
が
そ
の
レ
ベ
ル
に
該
当
す
る
の
か
評
価
し
ま
す
。
該

当
す
る
欄
に
直
接
〇
印
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

手
順
② 

全
て
の
観
点
を
自
己
評
価
し
た
ら
、
合
計
点
を
だ
し
ま
す
。 

レ
ベ
ル
１
を
一
点
、
レ
ベ
ル
２
を
二
点
、
レ
ベ
ル
３
を
三
点
と
し
て
採
点
し
、
最
高
点
を
九
点
、
最
低
点
を
三

 

 

 

 

   点／12点 

プ
リ
ン
ト
№
１
７
脚
本
の
評
価
に
つ
い
て

 

５
脚
本
の
手
引
き

 



４
３

 

点
と
し
ま
す
。
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
表
の
下
の
空
欄
に
書
き
入
れ
ま
し
ょ
う
。 

  

  

  評価の観点 課題の条件を満たし

ている 

様々な資料から読み取

ったことを関連付けて

補完する 

適切に体裁を整え

る 

レベル３ 4 つ全ての課題の条

件を満たしている。 

本文からは読み取れな

かったことを、様々な

関連する文章から読み

取って関連づけ、補っ

て記述している。 

文体の統一をする

とともに、誤字脱

字やねじれのない

推敲された文章に

なっている。 

レベル２ 課題の条件を３つ満

たしている。 

本文には書いていなか

ったことを、特定の文

章のみからそのまま補

って記述している。 

いくつか文法上の

間違いはあるが、

ほぼ正確に書けて

いる。 

 


